
 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

2022年 ８月号（No.316） 鹿嶋市立 

中央図書館 ☎ 0299-83-2510 

大野分館  ☎ 0299-69-1114 

 

 

●〇●〇 ８月のカレンダー 〇●〇● 

夏休み子ども映画会を開催します！ 

 ８/19(金) 11:00～ 

『ざんねんないきもの事典 2』 

 ８/20(土）11:00～ 

『BabyBus Vol.５ 』 

 ８/21(日) 11:00～ 

『おしりたんてい 7』 

 

 

大 野 分 館 
(大野ふれあいセンターAV室) 

 ８/27(土) 14:00～ 

『くまのがっこう』 

※定員:先着 20名 

 

中 央 館 
(視聴覚室) 

※イベントは、状況により変更になる場合があります。ご了承ください。 

 

日 月 火 水 木 金

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

土

 

㊡ 

中央館
11：00～

かみしばい

大野分館
11:00～

読みきかせの会

 

㊡ 

 

㊡ 

11:00～
大野分館

おはなし会
「てぶくろ」

☆大野シネマ館（映画会)の入場には整理券が必要です。

整理券は映画会当日午前10時から、大野分館カウンター

で配布します。

 

㊡ 

大野分館
11:00～ &14：00～

☆大野シネマ館

 

㊡ 
中央館
14：00～

へいわ絵本の

朗読会

中央館
13：30～

へいわ講演会

大野分館
14:00～

夏休み

子ども映画会

中央館
11:00～

夏休み

子ども映画会

中央館
11:00～

夏休み

子ども映画会
中央館
11:00～

夏休み

子ども映画会



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

第二次世界大戦時、現鹿嶋市・現神栖市の４地区にまたがり

特攻機桜花の訓練基地（海軍神之池航空基地）がありました。 

特攻機桜花の講演をとおして、平和について考えるとともに、

地域の歴史を学んでみませんか。参加をお待ちしております。 

 

  

 

日時 令和４年８月 28 日（日） 

午後１時 30分開演（午後１時開場） 

場所 鹿嶋市立中央図書館 視聴覚室 

入場 無料（先着 30名） 

講師 五十嵐靖幸氏(鹿行地方文化研究会理事) 

へいわ講演会 

●課題図書コーナー ●宿題お助けコーナー 

手ごわい夏休みの宿題、読書感想文。 

図書館では課題図書以外にも、作文の書き方など、感想文

に役立ちそうな図書も借りることができます。 

●学習室・グループ学習室 ※グループ学習室は中央のみ 

  家では集中力に欠けてしまう方におすすめです。 

 利用する場合は、利用申請書への記入をお願いします。 

 



 

 

タイトル 著者 出版社 所蔵館 

紙の梟 貫井 徳郎 文藝春秋 中央･大野 

蹴れ、彦五郎 今村 翔吾 祥伝社 中央･大野 

スマホになじんでおりません 群 ようこ 文藝春秋 中央･大野 

先祖探偵 新川 帆立 角川春樹事務所 中央･大野 

点滅するものの革命 平沢 逸 講談社 中央 

呑み込まれた男 エドワード・ケアリー 東京創元社 中央 

タイトル 著者 出版社 所蔵館 

今と未来がわかる工場 多田 夏代 ナツメ社 中央 

江戸 500 藩全解剖 河合 敦 朝日新聞出版 中央 

名医が教える高血圧の治し方 富野 康日己 法研 中央 

科学名著図鑑  ニュートンプレス 大野 

ペガサスの記憶 桐島 洋子 小学館 大野 

●その他 

●小説 



  

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
おすすめの１冊 

今月のおすすめは…… 

『 トマトさん 』 

（2022.08 K） 

 

次回の図書館だよりの発行は令和４年 9 月 1 日(木)です。 

田中清代/さく 
福音館書店 

(請求記号 E/726.6/ﾄ) 

 表紙にはみださんばかりに描かれた真っ赤なトマト。迫力満点のトマトに惹

かれ、この絵本を手に取った覚えがあります。 

 夏の昼下がり、ミニトマトたちが、コロコロと小川まで転がり、泳ぎを楽し

んでいます。トマトさんも泳ぎに行きたいのですが、からだが重くて、上手に

転がることができません。すると、虫たちがやってきて･･････。 

 トマトさんが、とても表情豊かに描かれ、ものがたりのなかでも、圧倒的な

存在感を放っています。小川へ飛び込んだ時の表情は、涼しげで、そして、と

ても嬉しそうで思わず微笑んでしまいます。ジリジリとした暑さから、水の冷

たさの中へと温度が急降下する夏ならではの温度感、清涼感を味わうことがで

きます。夏におすすめの１冊です。 

 

  

 

 大野分館 特集コーナーのご案内 

・近年話題の中国発 SF『三体』。 

・「タイムマシン」「地底旅行」などの古典 SF。 

・読みやすい短編集や児童向け作品。 

ジャンルや書かれた年代を問わずに幅広くあつめま

した。ぜひお手に取ってご覧ください。 

 


